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高校演劇『オホーツクのわらすっこ』再演の意義
＝北海道高校演劇の足跡をたどる＝
森 一生
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Ⅰ．は じ め に
北海道立文学館は，『特別展 戦後北海道の演劇』を
（２０１２年１１月２日から１２月１６日）開催した。
演劇の展示ということもあって，監修に当たった鈴木
喜三夫（北海道演劇史研究・劇作家・演出家）と私は，
展示だけでなく記念講演会，演劇フォーラム，「札幌劇
場祭」対談・公開審査，記念演劇公演，ギャラリートー
ク（会期中の毎週，土曜日・日曜日）などを盛り込ん
だ，ユニークな演劇展として企画・準備し，実施したい
と考えた。（詳細は『PROBE』第７号「特集 戦後 北
海道の演劇」参照）
いうまでもなく演劇は，その場，その瞬間を重視する
時間芸術である。であるから，もともとその芸術性を記
録として残すことは非常に困難なことである。この展示
では，わずか２０年・３０年前の出来事がすでに歴史や伝説
なっていることを考えると，このままでは，重要な資料
が散逸してしまうこと，だから，いま，収集し，整理
し，保管して後世に伝えていくことが大事である。――
と考えたこと。さらに，この展示を通じ，演劇に深く関
わってきた人たち（その多くは高齢者になりつつある）
いわば，（彼らが健在なうちに）その「生身の当事者」
から直接「歴史が受け渡される」ことを重視したこと。
――が，展示ばかりでなくこれらの関連事業を企画・実
施した本意である。
Ⅱ．『オホーツクのわらすっこ』再演の意図と経過。
札幌啓北商業高校定時制による本山節彌作『オホーツ
クのわらすっこ』は，１９６５（昭和４０）年，第１５回全道大
会（帯広大会）で上演され，最優秀賞に輝き，翌年１９６６
（昭和４１）年，北海道代表として全国演劇コンクール
（東京大会・日本青年館）で，（北海道からの）初参加
ながら，全国一（最優秀賞）に輝いた作品である。
作者・本山節彌には，劇団「青の会」の旗上げ公演の
ために書いた『オホーツクの女』がある。この作品
は，１９６０年代の北海道（アマチュア）の劇団の創作劇の
隆盛を促した名作であるが，『オホーツクのわらすっこ』
は，いわばその高校演劇（学校演劇）版である。
２０１２（平成２４）２月４日，私どもは，『特別展 戦後
北海道の演劇』の第１回の打ち合わせ会を開催した。そ
して，この展示会の骨子を検討した。
特に，記念演劇公演については，北海道の演劇にとっ
て大きな足跡を残した作品を上演したい。―ということ
に話題は集中した。さらに，上演可能な１時間程度の作
品，スタッフ・キャストの形成に無理がないもの，稽古
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場の確保，制作費用，そして，上演場所―等々について
も話題が及び，（『オホーツクの女』では大規模すぎて上
演不可能――）その結果，『オホーツクのわらすっこ』
以外にはないだろう。との結論に達した。
『オホーツクのわらすっこ』は，前述したように北海
道の高校演劇にとって大きな足跡を残した作品である
が，初演から４０年ほど経った（平成の）いま，（演劇に
関わっている者にとっても）「話にだけは聞いている」
（伝説的）名作であって，最近の高校演劇関係者であっ
てもこの戯曲をしっかりと読み取り，その舞台を（立体
的に創り上げ，生徒，観客と）「共有する」ことはほと
んどなく，いわば幻の名作化しつつあるというのが現状
である。
『オホーツクのわらすっこ』再演にあたって，（作者・
本山節彌の意向もあり）森 一生が演出すること。さら
に，北翔大学（北方圏学術情報センターポルト共同研究
プロジェクト舞台芸術グループ）の全面的な支援，出来
れば，北海道文学館と北翔大学の両者による主催とする
こと。――等が確認された。
キャストについては，出来れば，北翔大・舞台芸術の
大学生を中心としながら，高校生・中学生，一般人から
も選ぶ―という意向も付け加えられた。
そして，以下のようなスタッフ，キャストが形成され
た。
Ⅲ．『オホーツクのわらすっこ』の再演
２０１２年１１月２３日（金・祝）１４時～，１８時～，２回の公
演。
スタッフ 作・本山節彌， 演出・森一生，美術・福田
恭一（福田舞台），照明・鈴木静悟，
音響・五ノ井浩，他に，倉田麻奈，岡田萌，竹中沙耶
果，我妻佳奈，湊谷優，渋谷理恵，村島優香，青砥
翼，（以上，北翔大学・舞台芸術）
キャスト 神田静子：大坪久美子，酒井徳三（船主兼船
頭）：高島克明，他に，神田玄一（静子の息子・中
三）：中島治貴，信子（その妹・小六）：小川麻美
子，酒井貞代（徳三の妻）：女池祥子，幸枝（徳三
の娘・小六）：田中亜希美，谷口竜郎（機関長）：児
玉大樹，かの（竜郎の妻）：茎津このみ，松永妙子
（玄一の担任）：國部華，（以上，北翔大学・舞台芸
術）
秋深いオホーツク海の小さな漁港である。８年前，亭
主を海に失った神田静子は，浜仕事をしながら，何とか
２人の子供・玄一と信子を育ててきた。流氷の近いある
日，中学３年の玄一の担任である松永先生が，浜に下り
て来て，玄一を「札幌の定時制高校に進学させてはどう
か。」とすすめる。
作者・本山節彌は，「魚場，それも半年近くを厚い流
氷におさえつけられているオホーツク海沿岸の魚場を舞
台にこの作品を創った。漁船の遭難，（それを）新聞で
見ないほうが少ないくらいに（頻繁に）発生している。
しかし，彼らの事故には，交通事故や戦争のように軽傷
や重傷はありません。奇蹟的に助からない限り，確実に
死ぬのです。しかも，死ぬのは一家の働き手である
《男》なのです。新聞にはたいてい，漁船の天候を無視
した無謀な操業――が非難されています。なぜそんなに
無茶するんだろう。これが私の第一の疑問でした。そし
て第二には，これらの海に消えた漁師の女房達が，どう
やって生活しているのだろうという興味でした。冬から
春にかけて，取材のためにオホーツク沿岸を歩きまし
た。女たちは確実に生きていました。再婚しているの
も，そのままで網繕いなどして細々と生きているのも，
飲み屋の女給になっているのもいましたが，愚痴一つこ
ぼすでなし，魚場から逃げ出すでもなし，やはり浜の匂
いの中で，たくましく生きていたのです。― 略 ―
女っぽくじめじめせずに，天井を向いて胃袋の見えるよ
うな高笑いをしている彼女らのなかに，私は今まで知ら
なかった「北海道」を感じました。観念的な画家なら，
（この女たちを）灰色で塗り潰すに違いありません。―
略 ―厳しすぎるほど重ぐるしい現実は，ある意味で
日本の底辺を形成しているからです。しかし彼女・彼ら
は，自分たちが灰色だと夢にも思っていません。どの番
屋からも，底抜けに明るく荒っぽい豪傑笑いが聞かれま
した。その明るさと荒っぽさを，実は，彼ら・彼女らに
はどうすることも出来ない次元の違う灰色の蜘蛛の糸
が，がんじがらめにぐるぐる巻きにしているのです。つ
まり，灰色一色ではないのです― 略 ―」と書いてい
る。（劇団青の会旗上げ公演『オホーツクの女』パンフ
レット より）
『オホーツクのわらすっこ』は，玄一の，出来れば（都
会）「札幌の高校にいって」（学び，自分の可能性を押し
広げ，将来の夢）「ロケット技師になりたい」――とい
う若者の夢・自主・自立の問題と（それを取り巻く社会
の）現実の問題が交錯する大きなドラマだが，同時に，
登場する「大人」たちは，前述した現実に生きる『女』
であり『男』である。
終幕で，親方である酒井徳三が（下手より）登場し，
徳三が玄一の母・静子とする会話は次のように展開され
高校演劇『オホーツクのわらすっこ』再演の意義
―９６―
るが，この場面は見事であるといえよう。
徳三 ――聞いた，聞いた。札幌の高校さあがるって
か。たいしたもんだ。親に似ないでいかったな。
―許すもなんもないわ。民主主義だもの。
静子 すまねす。おら，さっきは玄一を説教したんだど
も――本当はおらも嬉しくて――。
徳三 そりゃ，そうだべ。息子の出世を喜ばない親がい
るかって。ひとつ代議士にでもなってもらって，
オホーツクの沿岸漁業に，がっぱり補助金を出し
て貰うさ。
（ 中 略 ）
静子 親方さん。玄一を高校さあげて貰えるなら，中学
終えるまで今までどおり働かせてもらっていいん
だども。
徳三 それはたのまねえ。――頭の悪い女だな，全く。
親方が面倒みるのはな。親方の船に乗って働くも
のだけだ。そったら逃げ出す奴の面倒まで見れる
か。お前も明日からこなくていいど。お前の家も
早く明け渡すんだな。あとの奴を入れねばならな
いからな。―オホーツクの魚場ではな，男が船
に乗って魚を漁る。女が浜で働く，二人で一組と
して雇ってるんだ。銭くれてるんだ。そったらこ
とを忘れたのか。
（ 中 略 ）このような緊迫した状況の中で劇は終
幕へむかう。
急に船にエンジンが掛かる。竜郎が機関室に入
る。
竜郎 誰だ，いたずらする奴は。
間もなく信子の首筋を掴んで竜郎が機関室から
出てくる。信子がもがくが竜郎は離さない
信子 （徳三に向かって）小父さん，兄ちゃんの代わり
におらを船に乗せれや，おらだってわらすでね
え，船に乗せて働かせれ，そして兄ちゃんを高校
さ入れさせれ，民主主義でねえか。弱い者をいじ
めるな。
徳三 なに寝ぼけてまあこのわらすっこ。おめえが漁師
になるってか。
徳三が大声で笑う。竜郎も笑う。かのも笑う。
信子 笑うな。笑うな。笑うな。（わんわん泣きながら
叫ぶ）
突然玄一がその騒ぎをよそに，むっとした顔つ
きのまま風呂敷包みをあける。漁をするときの作
業ズボンをはく。作業用の雨衣（合羽）を着る。
鉢巻をする。船に乗る決心をしたのである。大股
で船に向かって歩く。
信子 兄ちゃん，乗るんでない。船に乗るんでない。お
らたちどうなってもいいから兄ちゃんは高校さい
け。
信子が懸命に玄一が乗船するのを止める。もみ
合う。
玄一 うるせえ。のけ。おまえみたいなわらすは黙って
れ。
玄一が信子を突き飛ばす。信子が倒れたままわ
んわん泣く。玄一は後も振り返らずに船に乗り，
機関室に消える。静子も涙が止まらない。他の三
人も玄一の突然の変化を見てしばらく突っ立った
ままである。エンジンが掛かる。玄一が泣きなが
ら動かしているのであろう。
竜郎 （空を見上げて）ほう，一番星がでたな。雨の心
配もねえわ。親方，行くか。
徳三 よし，いくべ。
徳三と竜郎がゆっくり船に乗る。信子が泣き
じゃくりながら空を見上げる。玄一が夢に描いた
であろう金星が輝いている。エンジンの動きがせ
わしなくなる。出港の合図がちんちんと鳴る。
幕
親方・徳三は，このように一見，太っ腹で，ものわか
りがよく，玄一の進学を喜んでいるように見える。しか
し，腹の内は，表面の表情とは全く違い，「ハラワタ」
が煮えくり返っているのである。母静子の置かれている
現実が現実ならば，徳三にとっても，まさに，重い重い
現実なのである。
日本の高度成長の影で，耐え，我慢をし，それでいて
「しめっぽく，じめじめせずに，天井を向いて胃袋の見
えるような高笑いをして」生きてきた人々・大人がここ
にいる。――こども・『わらすっこ』は，（いまは子供
でも，数年経てば）すぐにもこうした逞しい，北海道と
いう大地に根を張って生きていかざるを得ない人間にな
らざるを得なく，いわば人が人として成長していくだろ
う――いや，いかざるをえない――そんなドラマがここ
にはある。
そして，この光景は，現代でも，（今の日本を支えて
いる）中小企業，特に漁業，町工場，建設業，サービス
産業などで見られる光景そのものではないだろうか。
（嘗ての）「オホーツクの小さな漁村」を描くことが
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「日本社会の現実」そのものを描くことに（平成の現在
でもまったく）通じているのである。
この公演は大成功であった。特に，『オホーツクの』
を初めて観た人，以前に観たことがあった人などは
「やっぱり，（現代にも通じる）ドラマを見た。」とい
い，「人が人としてきちんと描かれたいい作品だ。」とい
い「感動した」と，その演劇世界に浸っていた。このよ
うに，観た観客の心のなかに様々な感動が渦巻いていた
ことはまちがいない。
その中でも特筆すべきは，終演後ロビーで，初演当時
の啓北商業高校定時制の数名（勿論いい年齢になってい
るのだが）と今回のスタッフ・キャスト（ほとんど孫に
近い世代）が，自分が演じていた役を「（あの時，自分
は）こんなふうに演じていたんだ」と，新・旧の交換が
なされていたことである。その中の一人，Tさんは
「（森さん）俺，（当時機関長の役を演じていたろう―
―）その忘れていた俺のせりふを（今回の上演で）全部
思い出したよ――場面も。東京の舞台も。」といってい
たのが印象的であった。青春時代に熱情を込め夢中に
なって舞台づくりをしていた（嘗ての高校生の）重みの
ある実感がここにはあった。
これこそ「生身の当事者」から直接「歴史が受け渡さ
れる」というべき光景を私は目の当たりにしたといって
もいい光景であった。
Ⅳ．「高校演劇の古典」という評価
前述したように『オホーツクのわらすっこ』は，１９６５
（昭和４０）年，第１５回全道大会（帯広大会）で上演さ
れ，（北海道から）初参加ながら，全国一（最優秀賞）
に輝いた作品である。
この作品は，長い間「高校演劇の古典といわれる名
作」と言われてきた。今回再演してみて，私はまさに
「古典的名作である」ことを実感したのだが，それをい
つ，誰が言い出したのか。また，この「高校演劇の古
典」という評価が，どのように波及していったのか。再
演を機会に私（森）は納得の行く形で解明したかった。
そこで，古い資料を取り出しあれこれと整理した。そし
て，スクラップ帳のなかに次のようないくつかの切抜き
を見つけた。
『雪のふる街を～』の作詞や（当時放送時間になると
銭湯の女湯から人が消えたといわれる）NＨＫのラジオ
劇『えり子とともに』で有名な，劇作家・内村直也は
「高校演劇とは＝創造の苦楽味わう＝親と対話の架け橋
にも」（北海道新聞・夕刊 昭和４５年１１月６日）に，札
幌地区大会の総評として次のように書いている。
「高校演劇というと，頭からバカにし，毛嫌いしてい
る県が，日本の西のほうにはまだある。高校生には，学
校の勉強とスポーツだけをさせておけばいいと思ってい
るのだろうが，これはとんでもない間違いだ。北海道は
札幌に限らず，日本全国で高校演劇が一番盛んなところ
である。―（ 略 ）―先生と生徒が一緒になって，数
ヶ月かかって一つの舞台をこしらえあげていく。舞台そ
のものの成果もさることながら，台本を検討し，稽古を
重ねていく過程における，先生と生徒の間の，または生
徒同士のデイスカッションが，非常に貴重である。ここ
では先生も，教壇という高い段から降りて，一人の人間
として，生徒とともに，ものを創り出す苦しみと喜びを
味わうのだ。―（ 略 ）―今回の札幌地区大会では，
栄養短大付属高校『機械人間』，啓北商業高校『オホー
ツクのわらすっこ』，北星学園の『大千軒岳の切支丹』
の三本が最優秀賞となった。『機械人間』は現代を風刺
した新鮮な現代劇。『オホーツク』は，高校演劇として
古典的な生命力のある劇。『切支丹』は歴史に取材した
非常な力作であった。このほかにも捨て難い作品は数多
くあった。』と。
啓北商業高校定時制による『オホーツク』の５年後，
同じ学校の全日制が再演した，『オホーツク』に対し，
内村直也はこのように「高校演劇として古典的な生命力
のある劇。」と評価している。
内村が最初に言い出したのかどうかは解からないが，
少なくともこの時点（昭和４５年）ではこのように評価さ
れていることは事実である。
当時の記録には（２年後の）１９６８年の全国大会（東
京・朝日生命ホ－ル，北海道代表は札幌啓北商業高校定
時制『閉山』）で（東北）福島県代表・原ノ町高校が
『オホーツクのわらすっこ』で全国一（最優秀賞）に輝
いている。また，２０回全道大会（帯広大会）では留萌高
校がやはり『オホーツクのわらすっこ』を（前述のよう
に，啓北商業高校全日制は札幌地区大会で）上演してい
る。
日付ははっきりしないが，当時，本山節彌は，柳谷実
智博の問い合わせに「記録がないのですが，―」と言い
ながら，「だいたい全国で，『わらすっこ』は５０校。『O·
S』１０校。『卒業延期』３校。『閉山』２校。『鍛冶』２
校。が上演許可を取っています。――思い出があるの
は，①宮城県仙台高校合同公演。②広島県立大竹高校
が，（『わらすっこ』を）『瀬戸内海の子』と改題しや
がって――上演した―」というメモが，わたし（森）の
スクラップ帳に残っている。正式に許可を取ったのでも
高校演劇『オホーツクのわらすっこ』再演の意義
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これだけの数にぼるのだから，当時の状況（いまほど上
演許可がうるさく言われていない時代）を考えるなら，
全国で相当数の上演がなされていたと思われる。
また，『春雷』『蚊遣火』『地鳴り』『黒い太陽』『土壇
場』など数々の作品を残している九州・嘉穂の劇作家・
林黒土は，「『オホーツクのわらすっこ』を見たのは，昭
和４１年の東京大会であるが，あの大会では，あと，どん
な芝居があったのか覚えていない。唯『わらすっこ』の
芝居だけに大変感動し，いままでの高校演劇にない立派
な舞台だったことがいまも鮮やかに残っているだけであ
る。―（略）―正直言って北海道であんな立派な芝居創
りがなされているとは思わなかったし，その時北海道の
底辺の芝居が是非見たいものだと思った。昭和４３年（第
１８回大会・函館 HBC劇場），北海道に来いというお招
きを受けて，全道大会を見せてもらうことができた。そ
してなるほどと思った。生徒を前面に押し出した大会運
営が，組織にあぐらをかいている全国や九州大会には見
られないエネルギッシュな新鮮さで私を感動させたから
である。そして，上演された劇の大半を占める創作劇
が，これまた北洋の荒々しい自然や原野との闘いにその
素材が求められており『あそこから《わらすっこ》が生
まれたのだな』と肌にひしひしと感じ取ることが出来
た。未知なもの，荒々しい自然に立ち向かう人間の真剣
な姿勢が，そのままなんのテライもなくドラマのなかに
出て来ているのである。―（略）―本山さんはあの『わ
らすっこ』を『オホーツクの女』の《女》に発展させた
が，これが，また，筑豊炭田の炭鉱のカミサンたちに実
によく似ているのには驚いた。私は今，筆を折って演劇
のイロハからやり直すべく先輩たちの戯曲の分析を続け
ながら自分の戯曲の世界の確立に呻吟していますが，再
出発の原点を，始めも終わりもない茫漠たる北海道の様
な原野に立ち向かった一人の人間が，その広さと無限さ
に恐れ戦きつつも，地平線の向こうに何かあると信じて
一歩を踏み出したその足に，求めるのではないかと思っ
ている。なぜなら，『オホーツクのわらすっこ』のあの
強烈なイメージが，函館山から眺めた，あの冷たく光る
街の灯の向こうに広がる漠々たる月夜の原野に重なるか
らであり，その時いつも，――俺の再出発のドラマの原
点は――と自分に問い返すからである。――私は必ず再
出発の筆を取るだろう。――その時，私の戯曲世界は北
海道のあのエネルギッシュな生産から生まれた『大きく
なったわらすっこ』のもつ世界に繋がると思っている」
と言っている。（第２０回全道大会パンフレット より）
――格調の高い，創る者に多くの示唆を与える林黒土の
評価である。
紙数の関係で，ここでは，以上二人の評価をレポート
するにとどめるが，このように『オホーツクのわらすっ
こ』の評価は，高く・広く・深く，全国に浸透していっ
たのである。
Ⅴ．北海道高校演劇の足跡と『オホーツクの
わらすっこ』
改めて北海道高校演劇の足跡の中で『オホーツクのわ
らすっこ』を考察してみたい。
『オホーツクのわらすっこ』は，１９６５（昭和４０）年，
第１５回全道大会（帯広大会）で上演された。この１５回大
会《前夜》には，北海道高校演劇にとって大きな問題
（事件とも言うべき出来事）が二つある。その一つが
『教頭会による要望書』事件であり，その第二が，『夕
張南高・上演禁止事件』である。
まず，１５回大会《前夜》について述べてみよう。
北海道の高校演劇は，第１回全道大会からスタートし
たわけではない。そのスタートは，終戦直後，昭和２２年
まで遡ることが出来る。
１９４７（昭和２２）年，札幌一中（現札幌南高）から，
「演劇会報」が発刊され，「市立官公立中学校演劇部協
力の話し合い」が呼びかけられた。これを受けて１９４８
（昭和２３）年，「札幌高等学校演劇連盟」が結成され，
第１回の発表会が開催されている。北海道高校演劇のい
わば「序章」である。
高校演劇の第１回全道大会が開催されたのは，１９５１
（昭和２６）年１１月７・８日である。札幌すすきのの（映
画館）新東宝劇場が会場である。全道各地から１６校の参
加。この時「総合賞」（３校）札幌北高の創作劇「ヌ
タックカムシペ」を演出したのが，当時２年生であっ
た，（今回の『戦後北海道の演劇展』・実行委員長・監
修・北海道演劇史研究家）鈴木喜三夫である。
全道各地で芽を吹きはじめた高校演劇を教育と言う視
点で捉え，組織化に乗り出したのが「北海道高等学校教
職員組合」である。その中心は，文化部担当の宮崎衡
（美唄東）である。以降「高文連」がスタートするま
で，５年間，全道の高校演劇は急速に成長してゆくが，
その推進母体となったのが（年間の組合費の５割強・６
割弱を高校演劇の大会費用に注ぎ込んだ）教職員組合で
あるという全国的にも例のない形である。北海道高校演
劇の特徴の一つである。
「道高教組」の支援で順調なスタートを切った高校演
劇であるが，１９５５（昭和３０）年，第５回大会は，大きな
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転機となった。それはこれまで，資金面，運営面の中心
であった「道高教組」が，資金の援助を停止し，「手」
を引いてしまったからである。
このことが，北海道高等学校文化連盟（「高文連」）発
足のきっかけである。
――高教組から投げ出され，危うく消えかかった高校演
劇の危機を乗り越えたのが，当時の（演劇部）顧問教師
たちの捨て身の情熱であった。
高校演劇全道大会を呼びかけた宮崎衡や，初代専門委
員長・本山節彌，柳谷実智博，窪田清彦，橋本栄子，吉
本豊，小川精一，米谷茂和，塚越博一，等の当時３０代の
若い人々である。（高文連演劇「第一世代」と，後に呼
ばれる人々である。）
１９５６（昭和３１）年第６回大会，初代演劇部長（当時札
幌琴似高校長）宮崎芳男は，「高体連と高文連は，高校
教育の車の両輪と，後に残る名言をもって高校演劇の再
建に当たった。こうして，第６回大会から「高文連」と
いう土俵を得て，高校演劇は大きく盛り上がってゆく。
（地区大会参加１３０校にのぼる― 高文連は，演劇・新
聞・弁論でスタートしたが，部門の加盟増加を促がす―
―等）
ところが，１９５９（昭和３４）年９月，（第９回大会）突
然，（全道）教頭会理事会から，高校演劇活動，縮少を
求める『要望書』が，高文連理事長宛に提出された。
『金がかかりすぎる全道大会を廃止せよ』『競争心を
煽り過ぎるコンクール形式を廃止すべきである』――が
その内容である。これが，いわゆる「教頭会による『要
望書』事件である。
これに対し，度々の会議を開き，「全道大会開催だけ
は継続したい」「活動運営面では，謙虚に耳を傾け，縮
少すべきところは縮少する」（それまで「コンクール」
といっていた大会を「発表大会」とするなど）という基
本姿勢を貫いたのが，上記の顧問教師たちであった。
（１０回・１１回・１２回大会直前まで）二年半にわたる大激
論であった。結局，「従来どおり，全道大会は毎年実施」
という結論になり，全道大会は現在に引き継がれて来
た。
第１２回大会開会式で，２代目演劇専門部長に就任した
笠岡正次校長は，「人格という，もともとの語はパーソ
ナリテイ―というもので，これを仮面といい，それが配
役という語に転じ，さらに人格という語に当てられてき
た。――私たちは（高校の）演劇活動を通じて人格を形
成するという，もともとの意味に基盤を置くものである
ということに深く思いをいたし，今年も（今後も）立派
な発表会になることを願う」と挨拶した。
笠岡正次校長は，その後長い間，高校演劇の組織上で
も，運営上でも，物心両面にわたり大きな足跡を残して
いる。
この問題の中で，前記顧問集団は，高文連の演劇・新
聞・弁論部の教師たちと強い連携を取り，三部から七部
へ，そして十一部へと拡大し，（三本の矢なら折られる
かもしれない。七本，十一本なら―と強く，太く―）そ
の中心的役割を担っていくのである。
これが，北海道高校演劇にとって大きな問題（事件と
も言うべき出来事）の第一である。
あの時，教頭会の提案がそのまま実施されれば，６２年
という今日までの歴史はないわけで，高校演劇の歴史は
「あの時」で途切れていたであろうことを思うと，感無
量である。
さて，こうして大問題を背景にした１９６０（昭和３５）
年，第１０回大会は大いに盛り上がり，地区大会参加校は
１５０校を超えた。（当時，北海道の全高校の半数以上であ
る。）また，この年，苫小牧東高校が，『蚊遣火』（作
林黒土）をもって，第６回全国高校演劇コンクール（名
古屋市）に参加した。（この時の生徒・演劇部部長が菊
池乙之である。）
このことで，北海道の高校演劇の活動・存在を知り，
「全国高校演劇協議会」は，北海道代表を「全国大会」
に参加させることとし，北海道と全国大会との太いパイ
プが繋がったのである。その最初の代表が１９６５（昭和
４０）年，第１５回大会（帯広）の『オホーツクのわらすっ
こ』である。
第１５回大会（帯広）にはいくつかの特記すべきことが
ある。その第一は，帯広三条高５０周年記念行事として行
なわれたことであり，第二に，大会テーマ「全国高校演
劇協議会と手を繋ごう」が掲げられたこと，また，「手
のひらを太陽に」が大会歌として正式に認定されたこと
である。さらに，全道大会アピールのため，帯広市内目
抜き通り数キロにわたり，「パレード」が行なわれたと
記録にある。――等である。当時，高校演劇に対する学
校・地域の期待が，どれほど大きかったかの証しといえ
よう。
プログラムには，全国演劇協議会常任委員・今井徳年
『北海道高校演劇に期待する』，都立工芸高校・阿坂卯
一郎『創作劇について』，東海大学望星高校・内木文英
『その頃のこと』，北大教授・和田謹吾『高校演劇にお
ける創作について』，都立赤城台高校・辻合敏明『北海
道高校演劇に期待する』，名古屋椙山女学園・宮崎友三
高校演劇『オホーツクのわらすっこ』再演の意義
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『北海道高校演劇に期待する』，都立南葛飾高校・榊原
政常『北海道高校演劇に期待する』，都立杉並高校・井
関義久『スケールの大きさを』――など，全国から熱い
メセージが寄せられている。
さて，北海道高校演劇にとって大きな問題（事件とも
言うべき出来事）の第二は，いわゆる「夕張南高校・上
演禁止」問題（事件）である。
『わらすっこ』が，石狩地区代表で帯広大会に出場す
る同じ時刻，南空知地区大会で，いわゆる「夕張南高
校・上演禁止」問題が起こっている。
「北炭夕張炭鉱のガス爆発事故を題材にした同校の生
徒たちの創作劇『炭鉱（やま）は生きている』が，「爆
発事故の問題はまだ未解決，事実に即しすぎ，労働者意
識が強すぎる」などの理由で，校長命令で上演禁止を受
けた事件である。
この事件について，私は，現時点（平成のいま２０１２
年）でその詳細をレポートしたいと準備中であるが，紙
数の関係で，改めて研究報告したいと考えている。
Ⅵ．注目すべき第１６回大会と第１９・２０回大会
北海道の高校演劇は，第１回大会から，２０回大会まで
を「草創期」と呼ぶなら，それ以降を「発展・充実期」
ということが出来るだろう。つまり，（１５回大会で）『オ
ホーツクのわらすっこ』が出現したことが，その後の北
海道の高校演劇の，発展・飛躍を大きく促したというこ
とである。
前術のように，教頭会による『要望書』問題は，「コ
ンクール」から「発表大会」に名称を変えたが，名称の
変更ばかりではなく，大会の内容そのものをも充実させ
た。その例が，研究会の充実である。
全道大会は，現在でも，最終日，上演された各校の講
評「合評会」のあと，研究会が組み込まれている。私は
現役時代，スポーツクラブの顧問たちから「俺たちは，
『負けたら』大会最終日を待たずに帰ってくるのに，な
ぜ，演劇部は，最終日まで残るのか。上演がすんだら，
すぐ帰ってこられるではないか」とよく非難を受けた。
研究会は，そうした「非難」を説得する重要な位置を占
めていた。
第１６回大会（札幌大会・北大クラーク会館）は，最終
日，研究会として，シンポジューム「『オホーツクのわ
らすっこ』・高校演劇の日本一はなぜうまれたか」が開
催されている。
提案者・指導顧問の立場から本山，全国審査員の立場
から窪田，高校演劇顧問の立場から宮崎，観客の立場か
ら塚越・他４名，助言者として坂井一郎，大木靖，笠岡
正次，らによる討論である。この研究会では，①高校演
劇の劇作の問題点，②北海道高校演劇のレベルについ
て，③全国高校演劇との比較について――等が熱心に語
られ，討論されている。
この研究会の客席に，新米教師・顧問として座ってい
たのが，私（森）である。（後に解かったのだが，菅村
敬次郎も中村博も菊池乙之も同じだった――という。）
少なくとも私を今日まで，高校演劇とこんなにも深く
関わらせた原点とも言うべき大会・研究会である。
つまり，高校演劇の次の時代を背負っていく人材をも
育てる大きな契機にもなっていた大会，研究会なのであ
る。
注目すべきは，１９６９（昭和４４年）８月，第１５回全国大
会が札幌市で開催されたことである。
全国から高校演劇関係者を招き，大きな大会を開催す
るまでに（作品作りもさることながら）組織・活動・運
営が大きくなったということである。大会では，全国
の，とりわけ関東地方の東京杉並高『授業』や東海大相
模高『エレベーター』などの洗練された劇は，北海道に
大きな刺激と影響を与えた。
北海道から，札幌東高，札幌啓成高校，苫小牧東高校
が参加し，札幌東高・板垣かねはる作『海の底の眼』が
優秀賞，作者・板垣かねはるに，創作脚本賞がおくられ
ている。
この年の秋，網走で１９回全道大会が開催され，その翌
年が第２０回，帯広大会である。
第２０回大会は，またまた，帯広市で開催された。その
プログラムには，道外だけでも，全国演劇協議会会長
（当時）榊原政常，横浜演劇研究所（当時）加藤 衛，
劇作家・阿坂卯一郎，（当時）劇団青年劇場金子宏，（当
時）東京演劇アンサンブル太刀川敬一――らのメッセー
ジが掲載され，全国から（北海道が）熱く注目されてい
るが，その最終日，研究会として，やはりシンポジュー
ムが開催されている。
研究上演，帯広柏葉高校による，青江瞬二郎作『ゲイ
とルン』。そして，研究テーマ「演出の理論と実際」・
講師・大木靖（国立劇場舞台課長）他三名による研究会
である。
第１５回大会では「全国と手をつなごう」が大会テーマ
であったが，こうしてみると第２０回大会では，はやくも
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それが上記のように内実・実質化されているといえるだ
ろう。
『オホーツクのわらすっこ』以降，
１９７６（昭和５１）年（八戸）『はい，さいなら』作 橋
本栄子 北星女子高
１９７８（昭和５３）年（神戸）『大きな木』作 本山節彌
札幌開成高
１９８０（昭和５５）年（金沢）『明日は天気』作 菅村敬
次郎 札幌藻岩高
１９８２（昭和５７）年（宇都宮）『水仙月の四日』作 本
山節彌 札幌開成高
１９８５（昭和６０）年（盛岡）『山月記異聞』 原作中島
敦 脚本 森一生 札幌静修高
１９９２（平成４）年（沖縄）『花いちもんめ』 作宮本
研 脚本構成森一生 札幌静修高
とほとんど２・３年おきに北海道代表は「全国一」に輝
いてきた。北海道高校演劇の水準の高さを示すものと言
えようが，こうして，その足跡をたどってみると，その
原点となったのが『オホーツクのわらすっこ』であった
といってもいい。
北海道高校演劇の『主流』はなんと言っても（『オ
ホーツクのわらすっこ』のような，地域に根ざした，骨
太な）『創作劇』である。
１９６４（昭和３９）年（第１４回大会直前の）５月，「北海
道高等学校創作劇集」（第１集・３５０円）が刊行された。
この脚本集には，それまでの大会で上演された優れた創
作劇（１３作品）を掲載している。また，１９６８年（昭和
４３）年（第１８回大会直前の）７月には，第２集「北海道
高等学校創作劇集２」（１２作品を掲載・６００円）を刊行し
ている。（『オホーツクのわらすっこ』はこの集に掲載さ
れている）本論とは関係がないようだが，これらの脚本
集は一時期，札幌の古本屋でプレミアが付く価格で売ら
れていたことがある。
さらに，１９８２（昭和５７）年（第３２回大会直前の）７
月，第３集「北海道高等学校創作劇集３」（１６作品を掲
載）を刊行している。
このように，北海道の高校演劇の足跡をたどってみる
と『オホーツクのわらすっこ』は，（「草創期」から「発
展・充実期」の原点になった）大きな存在であったとい
うことができる。
付記
この研究報告は，平成２４年度北方圏学術情報センター
の助成を受けて行われている。
高校演劇『オホーツクのわらすっこ』再演の意義
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